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予 

算 

の
概
要

平成30年度＊「
平
成
30
年
度
川
越
市
予
算
書
」「
平
成
30
年
度
川
越
市
予
算
説
明
書
」「
平
成
30

年
度
川
越
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
の
概
要
」「
川
越
市
平
成
30
年
度
予
算
の

ポ
イ
ン
ト
」
は
同
課（
本
庁
舎
4
階
）・
情
報
公
開
窓
口（
東
庁
舎
1
階
）・
図
書
館
・

公
民
館
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。 財

政
課
L
2
2
4
︲
5
6
1
8

O
2
2
5
︲
2
8
9
5

平成30年度
A

平成29年度
B

増減額
A － B ＝ C

前年度比
C ／B（％）

一般会計　　　　（イ） 113,480,000 110,990,000 2,490,000 2.2

特
別
会
計

国民健康保険事業 35,416,800 42,615,300 △ 7,198,500 △ 16.9
後期高齢者医療事業 4,272,000 3,884,200 387,800 10.0
歯科診療事業 81,100 82,200 △ 1,100 △ 1.3
介護保険事業 22,257,700 22,662,000 △ 404,300 △ 1.8
母子父子寡婦福祉資金貸付事業 86,500 98,900 △ 12,400 △ 12.5
川越駅東口公共地下駐車場事業 134,100 119,100 15,000 12.6
農業集落排水事業 148,000 142,400 5,600 3.9

企業会計 水道事業 9,559,777 9,571,178 △ 11,401 △ 0.1
公共下水道事業 9,114,827 8,965,209 149,618 1.7

特別会計の小計　　　（ロ） 81,070,804 88,140,487 △ 7,069,683 △ 8.0
総計　（イ＋ロ） 194,550,804 199,130,487 △ 4,579,683 △ 2.3

会計別当初予算 （単位は千円、△は減を表します）

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年

度
比
で
24
億
9
千
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
の
主
な
増
減
理
由
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
歳
入

　
主
要
な
歳
入
で
あ
る
市
税
は
、
市
た
ば
こ

税
や
固
定
資
産
税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
も

の
の
、
個
人
市
民
税
や
法
人
市
民
税
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
税
全
体

で
は
、
前
年
度
比
で
０・
２
％
増
加
し
ま
し

た
。
市
債
は
、
新
河
岸
駅
周
辺
地
区
整
備
事

業
債
等
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
中

学
校
普
通
教
室
空
調
設
備
整
備
に
係
る
市
債

等
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
比
で
12
・
２
％

増
加
し
ま
し
た
。

■
歳
出

　
扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
等
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
介
護
給
付
・
訓

練
等
給
付
や
施
設
型
給
付
費
等（
保
育
所
等
）

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度

比
で
２・
０
％
増
加
し
ま
し
た
。
普
通
建
設

事
業
費
は
、
新
河
岸
駅
周
辺
地
区
整
備
等
の

減
少
は
あ
る
も
の
の
、
中
学
校
普
通
教
室
空

調
設
備
整
備
等
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
比

で
10
・
２
％
増
加
し
ま
し
た
。

＊
歳
入
お
よ
び
歳
出
の
性
質
別
の
各
予
算
額
は
、
左

ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
第
四
次
川
越
市
総
合
計
画
や

川
越
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
を
踏
ま
え
、「
子
ど

も
を
安
心
し
て
産
み
、
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」「
魅

力
を
高
め
、
活
力
を
生
み
出
す
ま

ち
づ
く
り
」「
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
地
方
創
生
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
取
組
」
を
積
極
的
に
推
進
す
る

こ
と
と
し
、
待
機
児
童
対
策
や
教
育
環
境
の
充
実
と
と
も
に
、
活
力
が
あ

り
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
都
市
基
盤
整
備
に
取
り
組
む
た

め
、
1
千
1
3
4
億
8
千
万
円
と
な
る
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
の
規
模
は
、
平
成
29
年
度
に
比
べ
24
億
9
千
万
円
の
増

加
と
な
り
、
同
26
年
度
か
ら
5
年
連
続
で
1
千
1
0
0
億
円
を
超
え
、

過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
予
算
と
特
別
会
計
予
算
を

合
わ
せ
た
総
額
は
、
1
千
9
4
5
億
5
千
80
万
4
千
円
と
な
り
、
同
29

年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
45
億
7
千
9
6
8
万
3
千
円
の
減
少
と
な

り
ま
す
。

　
各
種
事
業
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

川越市長　川合善明

一
般
会
計
の
歳
入
と
歳
出
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■歳入用語解説
自 主財源…市税など、市が

自主的に確保できる財源
依 存財源…国の決定に基づ

いて交付される国庫支出
金や、市の借金である市
債などの財源

そ の他…地方消費税交付
金、地方交付税、地方譲
与税、地方特例交付金、
自動車取得税交付金、株
式等譲渡所得割交付金、
配当割交付金、利子割交
付金、ゴルフ場利用税交
付金、交通安全対策特別
交付金

　給与収入が最も多く、親からの仕送り、借金が
続きます。自主財源の収入全体に対する割合は、
前年度から0.7% 減り61.0% となりました。

平成30年度一般会計予算を年収500万円の家庭の収入・支出に例えてみると
　医療費、食費に続き、公共料金などの割合が多く
を占めます。義務的経費の歳出全体に対する割合は、
前年度から0.7% 減り54.3% となりました。

収入（歳入） 予算（円） 構成比（％）

自
主
財
源

給与（市税） 2,495,000 49.9 
パート収入（諸収入など） 310,000 6.2 
貯金を下ろす（繰入金） 165,000 3.3 
前年の繰り越し（繰越金） 80,000 1.6 

依
存
財
源

親からの仕送り①（国庫支出金） 775,000 15.5 
借金（市債） 480,000 9.6 
親からの仕送り②（県支出金） 280,000 5.6 
親からの仕送り③（その他） 415,000 8.3 

計 5,000,000 100.0

支出（歳出：性質別） 予算（円） 構成比（％）

義
務

医療費（扶助費） 1,320,000 26.4 
食費（人件費） 940,000 18.8 
借金返済（公債費） 455,000 9.1 

投
資 家の増改築（普通建設事業費など） 605,000 12.1 

そ
の
他

公共料金など（物件費） 720,000 14.4 
子に仕送り（繰出金） 635,000 12.7 
自治会費など（補助費等） 250,000 5.0 
その他（貸付金など） 75,000 1.5 

計 5,000,000 100.0

一般会計歳入の構成

一般会計歳出の構成（性質別）

収入 支出

歳入

歳出

自主財源
（61.0％）

依存財源
（39.0％） 56,606,434千円

（49.9％）
56,606,434千円
（49.9％）

市税市税

（3.3％）3,765,431千円（3.3％）繰入金繰入金
（3.0％）3,342,054千円（3.0％）

（2.0％）2,300,543千円（2.0％）

諸収入諸収入
使用料及び手数料使用料及び手数料

（1.6％）1,800,000千円（1.6％）繰越金繰越金
（0.9％）1,056,180千円（0.9％）

分担金及び負担金分担金及び負担金
（0.3％）340,204千円（0.3％）財産収入財産収入

（0.0％）20,140千円（0.0％）寄附金寄附金

17,587,094千円（15.5％）17,587,094千円（15.5％）
国庫支出金国庫支出金

10,918,600千円（9.6％）10,918,600千円（9.6％）
市債市債

（8.3％）9,379,971千円（8.3％）

6,363,349千円（5.6％）6,363,349千円（5.6％）
県支出金県支出金

その他その他

歳入

歳出

2,000千円（0.0％）2,000千円（0.0％）
災害復旧事業費災害復旧事業費

義務的経費
（54.3％）

投資的経費
（12.1％）

その他
（33.6％）

29,913,554千円（26.4％）29,913,554千円（26.4％）

21,314,439千円（18.8％）21,314,439千円（18.8％）

10,274,065千円（9.1％）10,274,065千円（9.1％）

物件費物件費
16,349,650千円（14.4％）16,349,650千円（14.4％）

801,932千円（0.7％）801,932千円（0.7％）

5,699,181千円（5.0％）5,699,181千円（5.0％）

扶助費扶助費

人件費人件費

公債費公債費

14,410,930千円（12.7％）14,410,930千円（12.7％）
繰出金繰出金

維持補修費維持補修費 （0.6％）731,518千円（0.6％）貸付金貸付金
162,340千円（0.1％）162,340千円（0.1％）積立金積立金

（0.1％）120,000千円（0.1％）予備費予備費補助費等補助費等

13,700,391千円
（12.1％）
13,700,391千円
（12.1％）

普通建設事業費普通建設事業費

■歳出用語解説
義 務的経費…支出が義務

付けられ、任意に削減
できない経費

投 資的経費…将来にわた
り使用する道路などの
社会資本を整備するた
めに使われる経費

そ の他…物件費、繰出金、
補助費等、維持補修費、
貸付金、積立金、予備
費
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一般会計の主な事業と予算額（目的別）
＊　＝新規事業■新

■本川越駅観光案内所運営の充実 1,912万7千円
■公衆無線 LAN 整備 382万5千円
　観光客の利便性向上などのため、公衆無線 LAN を設
置する。

土木費 88億2,374万6千円
■新排水ポンプ車の導入 5,000万円
　大雨等により発生する浸水被害の拡大防止および早期
復旧を行うため、排水ポンプ車を導入する。
■道路案内標識における英語表記改善 188万8千円
■市道0074号線等整備 2億8,100万円
　東京2020オリンピックのゴルフ競技会場へのアクセ
ス向上および円滑な大会運営のため、市道0074号線等
を整備する。
■生活道路（市道）改良 2億4,606万7千円
■新川越駅東口駅前広場改修 2億1,360万円
　駅利用者の安全性と利便性を確保するため、川越駅東
口駅前広場の本格的な工事に着手する。
■新脇田歩道橋耐震化 2億2,300万円
　最新の技術基準に基づき、耐震補強等を実施する。
■新水害ハザードマップ作成 1,500万円
　迅速な避難行動や防災意識の向上等を図るため、新た
な水害ハザードマップを作成する。
■新監視カメラ設置 60万円
　出水期間において現場状況を適切に把握する必要があ
る箇所に監視カメラを設置する。
■新応急排水ポンプ設置 1,000万円
　内水浸水被害の防止・軽減を図るため、出水時に応急
排水が必要な箇所に仮設排水ポンプを設置する。
■新（仮称）文化創造インキュベーション施設整備検討業務
 1,291万円
　市指定文化財である旧川越織物市場の修復工事および
文化創造インキュベーション施設としての整備に合わ
せ、その運営管理等の検討を行う。
■笠幡駅前周辺整備 4億8,006万4千円
　東京2020オリンピックのゴルフ競技会場への最寄り
駅となることから、観客等の安全性や利便性の向上を
図るため、笠幡駅前空間の整備に向けた工事などを行
う。
■南古谷駅周辺地区整備 4億6,380万4千円
　南古谷駅前広場の整備および駅舎改良等を中心とし
た、地域特性に応じた駅周辺整備を行う。
■川越駅南大塚線整備 2億3,852万円
■（仮称）小仙波八反田公園整備工事 7,248万1千円
　川越市斎場の建設に伴う周辺環境整備として、地域住
民等の憩いの場を整備するとともに、斎場周辺地域への
緩衝効果を図るため都市公園を整備する。

■新川越駅西口歩行者用デッキ延伸 6,510万円
　川越駅西口からの施
設利用者の安全性の確
保および利便性の向上
を図るため、川越駅西
口駅前広場歩行者用デ
ッキを西口市有地北端
まで延伸する。

消防費 51億4,079万9千円
■新県立高校備蓄品整備 742万4千円
　指定避難所としている市内県立高等学校のうち、4校
に備蓄品を配備する。
■防災行政無線デジタル化整備 4億7,450万円
　デジタル化整備により、災害時における通信手段の
確保とデータ通信機能の向上や難聴地域の改善等を図
る。

教育費 146億1,667万5千円
■英語指導助手配置事業 9,724万8千円
　外国語活動や英語授業の充実・推進を図るため、各
市立小中学校および市立川越高等学校に計画的に英語
指導助手を配置する。
■スクールソーシャルワーカー配置事業 1,182万円
　いじめ、不登校等の課題を抱える児童生徒への教育相
談体制の一層の充実を図るため、スクールソーシャルワ
ーカーを配置する。
■小学校普通教室空調設備整備 　　　　9億4,460万円
　児童の学習環境の向上を図るため、小学校普通教室に
空調設備を導入する。
■中学校普通教室空調設備整備
　　　　　　　 15億700万円
　生徒の学習環境の向上を図る
ため、中学校普通教室に空調設
備を導入する。
■タブレット端末導入および校内 LAN 敷設
 1億6,185万2千円
　ICT を活用した授業実践を行うため、タブレット端末
の導入および校内無線 LAN の整備を行う。
■新体育館照明等落下防止改修工事 5,500万円
　市立川越高等学校の体育館の照明器具等を構造体に固
定するとともに、照明器具を LED 対応型に交換し省エ
ネを図る。
■（仮称）霞ケ関西公民館建設 3億5,080万円

その他 105億2,043万2千円
　災害復旧費・公債費・諸支出金・予備費。

完成イメージ図完成イメージ図



議会費 6億6,258万4千円

総務費 107億366万4千円
■新市制施行100周年記念事業基金 3,000万円
　市制施行100周年の記念事業実施に向けて計画的に
資金を準備するための基金を設置する。
■くらびとファンディング事業 126万1千円
■新（仮称）おもてなし川越の創設 3,677万円
　DMO 機能を有する団体「（仮称）おもてなし川越」を
創設し、各種事業を展開する。
■子育て安心施設整備 4,830万9千円
　子育て安心施設「すくすく かわごえ」整備事業を推進
するため、施設の実施設計と地質調査を実施する。
■大会機運醸成事業 1,611万5千円
　東京2020オリンピックの開催に向けた機運を高め、
本市の活性化につなげていくための事業を実施する。
■新市民センター整備更新調査 270万円
■新新たな交通事業 1,368万5千円
　交通空白地域における市民の移動を支援するため、地
域の特性に合った交通手段の導入を目指す。
■新川越駅西口第一自転車駐車場ラック入替工事
 5,100万円
■新武道館耐震改修事業 1,559万5千円

民生費 488億2,765万9千円
■生活困窮者学習支援事業 1,300万円
　生活保護世帯や生活困窮者世帯の子どもへの、居場所
の提供や学習指導を行う。
■新基幹相談支援センター運営管理 720万5千円
　障害のある方等からの専門的な相談への対応や助言、
地域における障害者相談支援体制の強化等を図るため、
地域の相談支援の中核的な役割を担う機関を設置する。
■西後楽会館耐震補強等工事 1億8,400万円
■ひとり親家庭等学習支援事業 1,005万6千円
　児童扶養手当を受給しているひとり親家庭等の中学生
を対象に、学習の支援や進学等の相談を行う。
■新子どもの生活実態調査 686万9千円
　子どもの貧困に係る実情や課題を明らかにし、今後の
施策展開を検討するための基礎資料とするため、保護者
および児童にアンケート調査等を実施する。
■保育所建設補助 10億9,323万3千円
■地域子育て支援拠点事業 1億4,409万1千円
　子育て中の親子への交流
の場の提供や、子育てに関
する相談等を通し、子育て
の負担を緩和するとともに
健やかな成長を支援する。

■障害児通園施設（児童発達支援センター）建設
5億9,570万円

　老朽化した
あけぼの・ひ
かり児童園の
移転改築によ
る整備を推進
する。

衛生費 120億2,508万4千円
■新自殺対策計画策定 113万4千円
　自殺対策基本法に基づく自殺対策計画を策定する。
■ラジオ体操普及啓発 127万2千円
■新胃がん個別検診 1億867万3千円
　胃がんの早期発見や、がん検診の受診率の向上を目指
して、委託医療機関において胃がん個別検診を実施する。
■新旧斎場解体工事 1億5,591万6千円
■東清掃センター整備事業 3,685万円
■西清掃センター解体 8億9,137万6千円

労働費 1億7,915万8千円
■新しごと支援センター移転 91万7千円
　就労支援施策の強化を図るため、「川越市しごと支援
センター」をウェスタ川越に移転する。

農林水産業費 6億315万3千円
■新グリーンツーリズム整備推進 1,277万7千円
　伊佐沼や田園など、農業ふれあいセンター周辺の自然
的景観や農業とのふれあいをコンセプトとしたグリーン
ツーリズムの拠点として「蔵 in ガルテン川越」を推進する。
■川越産農産物ブランド化 420万円
　川越産農産物の利用促進等により、地域内消費の仕組
みづくりを進める。また、新たな川越名物として PR す
るとともに、ブランド化により「地産他消」「地産都消」
の拡大を図る。

商工費 13億7,704万6千円
■リノベーションによる空き店舗等再生事業
 1,134万8千円
　遊休不動産の利活用とそれを実践する人材の発掘・支
援を行い、空き店舗等の解消を図るとともに、事業スキ
ームの構築と地域活性化の担い手育成を行う。
■地域のしごと総合ポータルサイト 320万円
■健康食レストラン 807万6千円
　高品質で信頼される川越産農産物の生産・流通の促進、
消費拡大、認知度の向上、川越産農産物のブランド化な
どを図る健康食レストランの設置を進める。
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今年度は、このような事業を行って
完成イメージ図完成イメージ図
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浄
化
槽
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

環
境
対
策
課
L
2
2
4
︲
5
8
9
4

O
2
2
5
︲
9
8
0
0

　
単
独
処
理
浄
化
槽
・
く
み
取
り
便
槽
か

ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
お
よ
び
合

併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
補
助
金
が
予
算
額
に
達
し

た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。
郵
送
で
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

家
庭
用
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
補
助

　
単
独
処
理
浄
化
槽
・
く
み
取
り
便
槽
か

ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
す
る
方

に
、
設
置
費
、
撤
去
費
お
よ
び
配
管
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
申
請
期
間
は
来
年

2
月
15
日
㈮
ま
で
、
実
績
報
告
の
提
出
は

来
年
3
月
11
日
㈪
ま
で
で
す
。

■
設
置
費

●
下
水
道
事
業
計
画
区
域
・
農
業
集
落
排

水
事
業
実
施
採
択
区
域
を
除
い
た
区
域

①�

既
存
住
宅
の
建
て
替
え
を
伴
わ
な
い
合

併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

補�

助
額
…
5
人
槽
＝
41
万
円
▼
6
・
7
人

槽
＝
44
万
2
0
0
0
円
▼
8
～
10
人
槽

＝
64
万
2
0
0
0
円

②�

既
存
住
宅
の
建
て
替
え
に
伴
う
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
転
換

補
助
額
…
10
人
槽
以
下
＝
12
万
円

●
下
水
道
事
業
計
画
区
域
内
で
、
下
水
道

整
備
が
7
年
以
上
見
込
ま
れ
な
い
区
域

合�

併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

補
助
額
…
10
人
槽
以
下
＝
12
万
円

■
撤
去
費

①�

の
工
事
に
併
せ
て
行
う
既
存
単
独
処
理

浄
化
槽
等
の
撤
去
へ
の
補
助
…
4
万
円

■
配
管
費

①�

の
工
事
に
併
せ
て
行
う
配
管
工
事
へ
の

補
助
…
15
万
円

家
庭
用
合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理

　
浄
化
槽
を
新
た
に
設
置
し
た
場
合
、
使

用
開
始
3
か
月
を
経
過
し
た
あ
と
の
5
か

月
間
に
「
設
置
後
の
水
質
検
査（
7
条
検

査
）」
を
受
け
、
そ
の
後
は
毎
年「
定
期
検

査（
11
条
検
査
）」
を
受
け
る
義
務
が
生
じ

ま
す
。
浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理
す
る

た
め
、
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を

実
施
し
て
い
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
申
請
期
間
は
、
保
守
点
検
の
契
約
最

終
日
の
翌
日
か
ら
3
か
月
以
内
ま
た
は
、

来
年
3
月
25
日
㈪
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま

で
で
す（
契
約
最
終
日
が
3
月
の
場
合
は

3
月
1
日
㈮
か
ら
可
）。

対�

象
区
域
…
下
水
道
処
理
区
域（
下
水
道

が
使
え
る
区
域
）以
外

申�

請
回
数
…
平
成
26
年
度
以
降
最
初
に
申

請
し
た
年
度
か
ら
翌
々
年
度
末
ま
で

（
上
限
3
回
、
同
27
年
度
に
申
請
し
た

方
は
今
年
度
以
降
申
請
で
き
ま
せ
ん
）

■
設
置
後
の
水
質
検
査（
7
条
検
査
）

補�

助
額
…
5
人
槽
＝
1
万
円
▼
6
・
7
人

槽
＝
1
万
1
0
0
0
円
▼
8
～
10
人

槽
＝
1
万
2
0
0
0
円

■
定
期
検
査（
11
条
検
査
）

補�

助
額
…
5
人
槽
＝
7
0
0
0
円
▼
6
・

7
人
槽
＝
8
0
0
0
円
▼
8
～
10
人

槽
＝
9
0
0
0
円

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等

導
入
に
補
助
金

環
境
政
策
課
L
2
2
4
︲
5
8
6
6

O
2
2
5
︲
9
8
0
0

　
個
人
の
住
宅
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
等
を
設
置
す
る
方
に
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
補
助
は
4
月
1
日
以
降
に
着

工
し
た
方
が
対
象
で
す
。
受
け
付
け
は
先

着
順
で
、
補
助
金
が
予
算
額
に
達
し
た
時

点
で
終
了
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
同
課（
本
庁
舎
5
階
）で

配
布
し
て
い
る
申
請
の
手
引
き
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

受�

付
期
間
…
4
月
13
日
㈮
～
来
年
1
月
31

日
㈭

①�

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
太
陽
電
池
の

最
大
出
力
4
kW
以
上
）

補�

助
額
…
1
件
当
た
り
4
万
円

②
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

補�

助
額
…
1
件
当
た
り
1
万
8
千
円

③
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

補�

助
額
…
1
件
当
た
り
5
万
円

④
蓄
電
池

補�

助
額
…
1
件
当
た
り
10
万
円

申�

し
込
み
…
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
直
接
同
課

（
郵
送
不
可
）

防犯・交通安全課L224－5721
O224－6705

　鶴ヶ島駅の西口にある無料の自転車置
場を９月１日㈯午前10時に閉鎖します。
この自転車置場は、駅周辺の駐輪施設が
不足していた昭和58年に、放置自転車
対策として設置しましたが、現在、駅周
辺には十分な駐輪施設があるため、閉鎖
することとなりました。市民の皆さんの
ご理解とご協力をお願いします。

鶴ヶ島駅西口自転車置場
の閉鎖について

＊閉鎖日以降に場内に残っている自転
車は撤去しますのでご注意ください。

西口
自転車置場
西口

自転車置場

鶴ヶ島駅鶴ヶ島駅

武蔵野銀行武蔵野銀行
コモディイイダコモディイイダ

セブン
イレブン
セブン
イレブン

りそな銀行りそな銀行

ファミリーマートファミリーマート

カラオケシダックスカラオケシダックス
松屋松屋

至
川
越
駅

至
川
越
駅
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生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
費
補
助

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
︲
6
2
6
7

O
2
3
9
︲
5
0
5
4

　
生
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る
た
め
、
家

庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
を
購
入
し
よ
う
と

す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
対
象

は
市
内
在
住
で
、
機
器
を
常
に
良
好
な
状

態
で
維
持
管
理
で
き
る
方
で
す
。

　
補
助
に
は
、
購
入
前
に
申
請
が
必
要
で

す
。
受
け
付
け
は
先
着
順
で
、
定
数
に
な

り
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
対
象
の
機
器
と
補
助
額
等

①�

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器（
生
ご
み
処
理
容
器
）

＝
60
基

補�

助
額
…
購
入
金
額
の
2
分
の
1（
限
度

額
2
7
0
0
円
）

②�

Ｅ
Ｍ
容
器（
室
内
用
バ
ケ
ツ
型
容
器
）＝

10
基

補�

助
額
…
購
入
金
額
の
2
分
の
1（
限
度

額
1
8
0
0
円
。
容
器
の
み
対
象
）

③
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
等
＝
25
基

補�

助
額
…
購
入
金
額
の
2
分
の
1（
限
度

額
1
万
8
0
0
0
円
）

＊
下
水
管
・
浄
化
槽
な
ど
に
接
続
し
、
直

接
排
水
す
る
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
は
、
対
象

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
で
き
る
基
数

コ�

ン
ポ
ス
ト
容
器
・
Ｅ
Ｍ
容
器
…
合
計
で

1
世
帯
2
基

＊
す
で
に
①
②
で
2
基
分
の
補
助
を
受
け

て
い
る
方
で
、
①
の
補
助
を
受
け
て
か
ら

10
年
を
経
過
し
て
い
る
場
合
、
①
の
み
申

請
で
き
ま
す
。

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
等
…
1
世
帯
1
基

＊
過
去
に
③
の
補
助
を
受
け
た
方
、
①
②

と
合
わ
せ
て
の
補
助
や
、
過
去
5
年
間
に

①
②
の
補
助
を
受
け
た
方
は
、
申
請
で
き

ま
せ
ん
。

受�

付
期
間
…
４
月
10
日
㈫
～
来
年
２
月
28

日
㈭

申�

し
込
み
…
印
鑑
を
持
参
し
、
直
接
同
課

（
鯨
井
７
８
２
︲
3
・
つ
ば
さ
館
1
階
）

耐
震
・
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
に
　

補
助建

築
指
導
課
L
2
2
4
︲
5
9
7
4

O
2
2
5
︲
9
8
0
0

　
補
助
に
は
、事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
後
、
交
付
決
定
ま
で
日
数
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
交
付
決
定
前
に
契
約

し
た
場
合
、
補
助
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
の
補
助
も
、
補
助
額
が
予
算
額
に

達
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

■
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助

　
昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
建
築
物

に
お
け
る
有
料
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

工
事
費
用
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対�

象
…
木
造
2
階
建
て
以
下
の
戸
建
て
住

宅
・
兼
用
住
宅
・
長
屋
・
共
同
住
宅
▼

木
造
以
外
の
共
同
住
宅（
分
譲
・
賃
貸
）

▼
多
数
の
者
が
利
用
す
る
建
築
物

補�

助
額
…
①
住
宅
等
の
診
断
＝
上
限
5
万

円
▼
改
修
＝
上
限
30
万
円
、
②
共
同
住

宅（
分
譲
・
賃
貸
）・
多
数
の
者
が
利
用

す
る
建
築
物
の
診
断
＝
上
限
1
0
0
万

円
▼
改
修
＝
上
限
3
0
0
万
円

■
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
補
助

　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
に
よ
る
健
康
被
害

予
防
の
た
め
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
施
工
さ
れ

て
い
る
恐
れ
が
あ
る
建
築
物
の
分
析
調
査

費
用
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対�

象
…
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
し
て
い
る
可

能
性
の
あ
る
吹
き
付
け
建
材
の
分
析
調

査
補
助
額
…
上
限
25
万
円

無
料
簡
易
耐
震
診
断

建
築
指
導
課
L
2
2
4
︲
5
9
7
4

O
2
2
5
︲
9
8
0
0

　
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
無
料
の

簡
易
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。
診
断

希
望
の
方
は
、
建
築
確
認
関
係
図
書
・
各

階
の
平
面
図
を
用
意
し
て
、
同
課（
本
庁

舎
5
階
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
診
断
結

果
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対�
象
…
木
造
住
宅（
2
階
建
て
以
下
）

無
料
耐
震
相
談
会

建
築
指
導
課
L
2
2
4
︲
5
9
7
4

O
2
2
5
︲
9
8
0
0

　
事
前
に
申
し
込
ま
れ
た
図
面
を
も
と
に

建
築
士
が
無
料
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
診

断
結
果
や
補
強
方
法
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日�

時
…
5
月
20
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
4

時
会
場
…
南
公
民
館（
ウ
ェ
ス
タ
川
越
1
階
）

対�

象
…
木
造
住
宅（
2
階
建
て
以
下
）

申�

し
込
み
…
5
月
10
日
㈭
ま
で
に
建
物
図

面
を
直
接
同
課（
本
庁
舎
5
階
）

＊
図
面
が
な
い
場
合
は
要
相
談
。

布
類
拠
点
回
収（
前
期
）を
実
施

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
︲
6
2
6
7

O
2
3
9
︲
5
0
5
4

　
回
収
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、
3
月
10
日

発
行
の
広
報
川
越
と
同
時
期
に
配
布
し
た

「
平
成
30
年
度
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日�

程
…
5
月
13
日
～
6
月
24
日（
5
月
27

日
、
6
月
3
日
を
除
く
）、
日
曜
日

時
間
…
午
前
9
時
～
正
午

　内容は、「平成30年度予算」です。
テレビ埼玉（デジタル3ch）
放�送日時…4月14日㈯午前9時30
～9時40分（再放送＝15日㈰、
同時間）

＊放送後 Y
ユー

ouT
チューブ

ube 川越市チャン
ネルでもご覧いただけます。

わが街川越番組ガイド
広報室L224－5495

O225－2171
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■家族介護慰労金
　在宅で介護する家族に支給します。
対�象…過去1年間、次の全ての要件を満たす方を介
護する家族①要介護4または5が継続している、
②介護保険サービスを利用
していない、③同一世帯全
員が非課税である
＊その他、入院等の要件あり。
支給額…年額10万円
■居宅改善費助成
　手すり設置や段差解消などの居宅改善費用の一部
を助成します。
対�象…介護保険法による要支援・要介護認定を受け
ていない65歳以上で、本人および同居者の市民
税所得割額が10万円以下の方
助�成額…対象経費の2分の1以内（上限15万円）
＊助成決定前の着工は無効です。
■家具転倒防止器具等取付費助成
　家具転倒事故を防止する器
具の取り付けを行います。
対�象…65歳以上の方のみで構
成される世帯

■住替家賃の助成
　家主の都合により立ち退きを要求され、他の民間
賃貸住宅に転居する方に対し、費用の一部を助成し
ます。
対�象…次の全ての要件を満たす方①65歳以上の１
人暮らしまたは65歳以上の方を含む60歳以上の
方のみの世帯、②１年以上市内に在住し、生活保
護を受給していない、③生計中心者の市民税所得
割額が非課税の方
助�成額…家賃助成金として転居前と転居後の家賃の
差額分（月３万円を限度）。転居一時金として仲介
手数料、保証料などの一部（６万円を限度）

■高齢者住宅整備資金の貸し付け
　高齢者専用居室を増築するなどの場合に必要な資
金を貸し付けます。
対�象…次の全ての要件を満たす方①60歳以上の親
族である高齢の方と同居または同居しようとする
方あるいはその高齢の方本人、②１年以上市内に
在住していて市税を完納している、③高齢者居室
等の増築が必要で自力で整備することが困難であ

高齢者いきがい課L224－5809 
O229－4382

その他のサービス
寝具丸洗い、障害者控除対象者認定、金婚祝い記念
品贈呈、長寿祝い金支給、救急情報キット配布など
＊各サービスの内容等の詳細はお尋ねください。

＊すべてのサービスは、市内に住所がある方が対象です。

る、④貸し付けを受ける資金の十分な償還能力を
有し、市内在住の連帯保証人がいる
貸付金額…200万円まで（無利子）
償還期間…10年以内
■生活管理指導員等派遣
　日常生活の支援等を行います。
対�象…介護保険法による要支援・要介護認定等を受
けていない、日常生活が
困難な65歳以上
経�費…所得税額により異な
る
利用回数…週1回1時間以内
■生きがい活動支援通所
　施設への通所により、創作・趣味などの生きがい
活動を支援します。利用施設はお尋ねください。
対�象…介護保険法による要支援・要介護認定等を受
けていない、家に閉じこもりがちな65歳以上
経�費…1日600円
利用回数…週1回
■生活管理指導短期宿泊
　施設への短期宿泊による日常生活の支援・指導を
行います。利用施設はお尋ねください。
対�象…介護保険法による要支援・要介護認定を受け
ていない、家族が冠婚葬祭などで不在の場合に1
人で生活することが不安な65歳以上
経�費…1日1,730円
利用日数…年度内7日
■東後楽会館の利用
　大広間、娯楽室、浴場等を無料で利用できます。
対�象…60歳以上
問い合わせ…同館L224－3366
■老人憩いの家の利用
　無料で談話室等を利用できます。
対�象…60歳以上
●��小ケ谷老人憩いの家L245－8494
●�高階北老人憩いの家L248－6565
●�川越駅東口老人憩いの家L228－7717



子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

催
し
・
募
集

ニ
ュ
ー
ス
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■健康ふれあい入浴利用券
　1回200円（一般公衆浴場は300円）を補助する利
用券を交付します（年度内
6回分）。利用可能施設に
ついてはお尋ねください。
対象…65歳以上
■シニア銭湯デイ26
　毎月26日を「ふろの日」とし、市内の銭湯（旭湯・
元町1丁目）を無料で利用できます。
対象…65歳以上
利�用方法…銭湯に備え付けの「シニア銭湯デイ26利
用券」に必要事項を記入し、番台に提出

■敬老マッサージサービス
　あん摩、マッサージ、指圧、はり、きゅうのいず
れかを年度に1回、無料で受けられます。利用券は
4月中旬に郵送予定。申請は不
要です。
対�象…70歳以上（年度内に70
歳に達する方を含む）

■市内循環バス（川越シャトル）特別乗車証の交付
　割引運賃または無料で乗車できる特別乗車証を
交付しています。
対�象…70歳以上
経�費…1乗車100円（90歳以上無料）
＊障害のある方について
は、障害者福祉課 L224－
5785O225－3033までお尋
ねください。
■配食サービス
　1日1食（昼食または夕食分）、週4食まで。調理
された食事を自宅に届け、安否を確認します。
対�象…在宅で、老衰、心身の障害、疾病等の理由に
より調理や買い物が困難な方で次のいずれかの要
件を満たす65歳以上
　●1人暮らし
　●�家族等が疾病、就労等の

理由で食事の支援を受け
ることが困難

経�費…1食当たり500円
■要介護高齢者手当の支給
　申請月から支給します。
対�象…在宅で要介護3～5の65歳以上（医療保険で

の入院は対象）
支�給額…月額8,000円
■紙おむつの給付
　月額5,000円の範囲内で、申請の翌月から紙おむ
つを給付します。
対�象…在宅の要介護1～5で、常時失禁の状態にあ
り、排泄の介助が必要な65歳以上（要介護1～3
の方は、要介護認定調査資料に基づき、受給の可
否を判断します）

■訪問理美容サービス
　理・美容師が高齢の方の居宅を訪問し、調髪やカ
ットを行います。
対�象…在宅で、要支援・要介護認定等を受けている、
理・美容院へ行くことが困難な65歳以上
経�費…1回当たり2,000円
利�用回数…年度内最大4回（申請月により回数が異
なります）

■消防局への緊急通報システムの貸与
対�象…1人暮らし（8時間以上1人になる方等を含む）
などで、慢性疾患により常時注意を要し、使用で
きる電話がある、おおむね65歳以上
経�費…1人暮らしの方は無料。8時間以上1人になる
方等の世帯は、世帯の
所得状況により、設置
工事料の自己負担あり
＊通話料は自己負担です。
＊申請の翌月下旬に設置します。
■日常生活用具の給付・貸与
●給付（自動消火器・火災警報器・電磁調理器）
対�象…自動消火器・火災警報器＝在宅の要介護1～
5または1人暮らしの65歳以上▶電磁調理器＝在
宅で1人暮らしの65歳以上
経�費…生計中心者の所得状況により自己負担あり
●貸与（一般加入電話回線）
対�象…1人暮らしで市民税所得割額が非課税、かつ
固定電話に加入する権利を有しない65歳以上
＊基本使用料は市が負担します。
■寝具乾燥
　定期的に市の委託業者が、自宅にある寝具を乾燥
します。
対�象…要介護高齢者手当を受給していて、本人およ
び同居者の市民税所得割額が非課税の方

高齢の方のための福祉サービス
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■障害のある方の手帳について
　障害者手帳は、身体障害者手帳・療育手帳・精神障害
者保健福祉手帳の3種類があり、手帳を取得することで、
各種福祉サービス等を利用することができます。
　申請時に必要な書類は、各手帳で異なります。詳しく
は同課（本庁舎1階）にお尋ねください。
＊平成28年4月以降の交付分から身体障害者手帳のカ
バーが紺色となり、すべての手帳カバーの色が統一され
ました。現在お持ちの手帳もそのまま利用できますが、
手帳を持参の上、申請いただければ、新しいカバーを交
付することもできます。
●身体障害者手帳
　視覚、聴覚、平衡機能、音声・言語、そしゃく機能、
肢体不自由、内部（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう・
直腸、小腸、免疫、肝臓）機能の障害があり、その程度
が身体障害者福祉法施行規則別表に該当する方が、市に
申請することで、交付を受けることができます。
申 請時に必要な主な書類…指定医師が記載した市指定の

診断書等
●療育手帳
　知的障害が発達期（おおむね18歳まで）に生じた方
で、市に申請後、川越児童相談所等で一定以上の知的
障害が認められた方が、県から交付を受けることがで
きます。
●精神障害者保健福祉手帳
　精神疾患（そううつ病・統合失調症等）で、一定以上の
精神障害が認められていて、長期にわたり日常生活また
は社会生活上の制約がある方が、市に申請することで県
から交付を受けることができます。
申 請時に必要な書類…精神保健指定医等が記載した指

定の診断書、または精神障害を支給事由とする年金
証書

■特別障害者手当と障害児福祉手当
　申請は随時受け付けています。申請時に必要な書類は
障害の種別等で異なります。また、市が指定した様式に
より指定医師が作成した診断書が必要になる場合があり
ます。
　いずれの手当も所得制限があります。詳しくは、同課
で配布しているパンフレットをご確認ください。

●特別障害者手当
　20歳以上で身体または精神の重度障害により、日常
生活で常時、特別の介護を要する状態にあり、障害基礎
年金1級程度の障害が重複するか、同程度以上と認めら
れる方に支給します。
＊施設に入所中の方または3か月を超えて入院中の方
は、手当を受けられません。
支給額…月額2万6,940円
●障害児福祉手当
　20歳未満で、①身体障害者手帳1級の一部・2級の
一部の方、②療育手帳Ⓐ相当の方、③精神障害・血液疾
患・肝臓疾患などで①②と同程度の障害を有する方に支
給します。
＊施設に入所中の方は手当を受けられません。
支給額…月額1万4,650円
■在宅心身障害者手当
　申請は随時受け付けています。支給額は等級や年齢に
よって異なります。詳しくは、同課にお尋ねください。
対 象…市内に住所を有し、身体障害者手帳1～3級・療

育手帳Ⓐ～Ｂ・精神障害者保健福祉手帳1・2級のい
ずれかをお持ちの方で、手当の対象となる等級の手帳
を65歳未満で取得した方

＊施設に入所中の方や市民税が課税されている方は対象
となりません。受給中の方が施設に入所されましたら、
必ず同課までご連絡ください。
持 ち物…障害者手帳・印鑑・本人名義の預貯金通帳、マ

イナンバーカードまたは番号確認書類（マイナンバー
通知カード等）と身元確認書類（運転免許証等）

■福祉タクシー利用券・ガソリン利用券
　次の対象に該当し、福祉タクシーの利用または、ガソ
リンの費用助成を希望する方は、障害者手帳・印鑑・車
検証（ガソリン利用券希望の方のみ）を持参し、同課に申
請してください。
　なお、既に福祉タクシー利
用券または、ガソリン利用券
の登録がお済みの方には、平
成30年度分の利用券を送付しました。
対 象…身体障害者手帳1・2級、療育手帳Ⓐ・A、精神障害

者保健福祉手帳1級のいずれかの交付を受けている方

障害のある方の手帳や手当 障害者福祉課L224－5785O225－3033

　難病患者の方に、見舞金を支給します。平成30年度
分の申請は、来年3月29日㈮まで受け付けます。
＊申請した月により、支給期日が異なります。
支給額…年3万6,000円
対 象…市内に1年以上居住し、申請時に有効期限内の指

定難病医療受給者証（埼玉県発行）、特定疾患医療受給

者証（埼玉県発行）、指定疾患医療受給者証（埼玉県発
行）、川越市小児慢性特定疾病医療受給者証のいずれ
かの交付を受けている方

持 ち物…医療受給者証・印鑑・本人名義の預貯金通帳
申 請場所…同課（本庁舎1階）または健康管理課（小ケ谷

817－1・総合保健センター1階）

難病患者見舞金を支給します 障害者福祉課L224－5785O225－3033

● ●●●●
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〜ひとくち情報〜　ミニ・インフォメーション　〜ひとくち情報〜
●平成30年度川越市交通安全重点目標　防犯・交通安全課L224－5721O224－6705
　川越市交通安全推進協議会では毎年、市の交通実情に即した重点目標を設定しています。今年度の重点目標は、「高齢者と子
どもの自転車乗用中の交通事故防止」です。自転車乗用中の交通ルール等を再確認し、譲り合いの気持ちを持って、交通事故を
防止しましょう。
●市内循環バス「川越シャトル」特別乗車証の更新を忘れずに　
　高齢の方＝高齢者いきがい課L224－5809O229－4382　障害のある方＝障害者福祉課L224－5785O225－3033
　4月1日から特別乗車証制度が変更され、有効期限の記載のない特別乗車証は利用できなくなりました。特別乗車証を更新し
ていない方は、新しい特別乗車証の交付申請をお願いします。特別乗車証の交付について、各担当課までお尋ねください。
●「家庭ごみの分け方・出し方」の配布について　資源循環推進課L239－6267O239－5054
　「平成30年度�家庭ごみの分け方・出し方」を3月10日発行の広報川越と同時期に配布しました。お手元にない場合は同課ま
でお問い合わせください。
●「健康づくりスケジュール」の配布について　健康管理課L229－4126O225－2817
　「健康づくりスケジュール」を3月25日発行の広報川越と同時期に配布しました。お手元にない場合は同課までお問い合わせ
ください。

川越市収入証紙の払い戻し 会計室L224－6051
O229－5621

　平成26年3月31日で廃止となった川越市収入証紙は、消印や汚損等があるものを除き、未使用のも
のは額面相当金額を払い戻し（還付）します。申請手続き後、還付金を指定口座に振り込みます。申請
方法など詳しくは、市ホームページを確認するか、お尋ねください。
還�付申請期限…平成31年4月1日まで（土・日曜日、祝・休日、年末年始を除く）
受付場所…同室（本庁舎1階）
持�ち物…未使用の川越市収入証紙、申請者の印鑑、申請者名義の振込先口座番号が分かるもの

自立相談支援センターにご相談ください
生活福祉課L224－5784O224－6148

　川越市自立相談支援センターでは、専門の支援員が寄り添いながら、生活で困っている方の相談に
乗り、一人ひとりの状況に合わせた支援プランを作成し、他の専門機関と連携して解決に向けた支援
を行っています。
　お金（家計）や仕事、住まいのことなどでお困りの場合は、できるだけ早く予防策を講じ、その状況
が複雑・深刻になる前に問題解決を図ることが重要です。以下の項目に一つでも当てはまるものがあ
れば、同センターL227－9283O227－3937までお尋ねください。

所�在地…郭町1丁目
2－2�オーク2H2
ビル1階
開�設日時…月～金曜
日（祝・休日、年
末年始を除く）、
午前8時30分～��
　午後5時15分

市役所

やまぶき会館やまぶき会館
中央
図書館
中央
図書館

自立相談
支援センター
自立相談
支援センター

川
越
郵
便
局

川
越
郵
便
局

至
札
の
辻

至
札
の
辻

□収入がない
□もらっている年金では生活が苦しい
□仕事が見つからない
□仕事が続かない
□仕事をしたことがない
□就職活動の仕方が分からない
□病気や障害、育児・介護で働けない
□ 税金や家賃、水道・ガス・電気代が払

えない
□ローンなどの借金の支払いが大変
□今の住居を出なければならない
□ 資産（家・生命保険など）はあるが生活

費（現金）がない

□家計を見直したい
□ 子どもに勉強をさせてあげたいが金銭的に余裕がない
□家族がひきこもっている
□   困っていることがあるが、どこに相談してよいか分か         

らない
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■
地
区
計
画
っ
て
何
？

　
生
活
に
身
近
な
地
区
を
単
位
と
し
て
、
建
物
の

建
て
方
や
用
途
な
ど
に
つ
い
て
、
地
区
の
特
性
に

応
じ
た
き
め
細
や
か
な
ル
ー
ル
を
定
め
た
、
都
市

計
画
法
に
基
づ
く
制
度
で
す
。

　
決
定
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
合
意
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
下
表
の
14
地
区
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
ど
ん
な
ル
ー
ル
が
あ
る
の
？

　
地
区
計
画
で
は
、
そ
の
地
区
の
特
性
に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
用
途
を

制
限
し
た
り
、
建
ぺ
い
率
の
最
高
限
度
を
定
め
た

り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
面
積
の
最
低
限
度

や
壁
面
の
位
置
、
建
築
物
の
最
高
高
さ
、
垣
・
柵

の
構
造
な
ど
に
つ
い
て
も
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
住
民
の
意
向
を
反
映
し
、
よ
り
地
区
の
実
情
に

合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
区
計
画

の
ル
ー
ル
は
地
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
工
事
着
手
30
日
前
ま
で
に
届
け
出
が
必
要
で
す
！

　
地
区
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
内
で
、
建

築
物
の
新
築
・
増
築
・
改
築
や
工
作
物
の
新
築
・

増
築
・
外
構
な
ど
の
工
事
を
行
う
と
き
は
、
工
事

着
手
の
30
日
前
ま
で
に
同
課（
本
庁
舎
5
階
）へ
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　
地
区
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
は
、
建
築
確
認
申
請

地
区
計
画
、
ご
存
じ
で
す
か

都
市
計
画
課
L
2
2
4
︲
5
9
4
5

O
2
2
5
︲
9
8
0
0

　
住
み
よ
い
環
境
の
整
備
や
豊
か
な
自
然
の
保
全
な
ど
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
市
内
の
一
部
の
地
域
で
は
地
区
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地区名 位置
川鶴笠幡地区 川鶴2丁目・3丁目の各一部
川越笠幡水久保地区 大字笠幡字水久保地内
霞ケ関地区 伊勢原町1丁目・2丁目・3丁目・4丁目・5丁目の全部、的場新町の一部
南古谷駅西地区 泉町の全部、大字大中居字西の一部、大字南田島字堤外の一部
四都野台地区 四都野台の全部
上戸新町地区 上戸新町の全部
藤木地区 藤木町の一部
笠幡東前原地区 大字笠幡字東前原の一部、大字的場字鉄砲場の一部
大塚新田南大塚地区 大塚新町の一部
川越駅西口地区 新宿町1丁目の一部、旭町1丁目の一部
鴨田地区 大字鴨田の一部、芳野台3丁目の全部
西部地域振興ふれあい拠点地区 新宿町1丁目の一部
新河岸駅周辺地区 大字扇河岸・大字砂・大字砂新田の各一部
東田町地区 東田町の一部

地区計画を導入している地区が
不
要
な
小
規
模
な
増
築
、
垣
・
柵
の
設
置
、
物

置
・
車
庫
の
設
置
な
ど
で
も
届
け
出
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
地
区
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
、
ル
ー
ル

の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
同
課
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

　今後の社会情勢に対応した都市計画の見直しを
図るため、都市計画案の縦覧を行います。
■変更する川越都市計画
①用途地域（市決定）
本川越駅西口周辺地区・霞ケ関駅北口周辺地区・
的場地区
②準防火地域（市決定）
本川越駅西口周辺地区・霞ケ関駅北口周辺地区
③地区計画（市決定）
本川越駅西口周辺地区・霞ケ関駅北口周辺地区
＊建築基準法の一部改正に伴い「南古谷駅西地区」
「鴨田地区」についても一部変更を行います。
④都市計画道路（県決定）
3・5・17号笠幡小仙波線、3・5・19号川越上尾線
縦�覧期間…5月1日㈫～17日㈭午前8時30分～午
後5時15分（土・日曜日、祝日を除く）

縦�覧場所…同課（本庁舎5階）
＊④については、県都市計画課・川越県土整備事
務所でも縦覧できます。
＊市ホームページでも確認できます。
■計画案に関する意見書の提出
　市内在住および利害関係のある方は、意見書を
提出することができます。
意�見書の提出方法…縦覧場所、市ホームページに
ある意見書（④は県ホームページからもダウン
ロード可）に必要事項を記入し、5月1日㈫～17
日㈭（必着）に郵送または直接同課（郵送の場合
は、〒350－8601川越市役所都市計画課）
＊④については県都市計画課にも郵送または直接
提出できます（郵送の場合は、〒330－9301さい
たま市浦和区高砂3丁目15－1・埼玉県都市計画
課）。

都市計画案の縦覧 都市計画課L224－5945
O225－9800
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市
長
部
局

部
長
等
…
広
報
監
＝
下
薫
▼
危
機
管
理

監
＝
箕
輪
信
一
郎
▼
総
合
政
策
部
長
＝

井
上
敏
秀
▼
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
＝
福

原
浩
▼
福
祉
部
長
＝
後
藤
徳
子
▼
こ
ど

も
未
来
部
長
＝
永
堀
孝
明
▼
保
健
医
療

部
長
＝
野
口
昭
彦
▼
環
境
部
長
＝
福
田

忠
博
▼
産
業
観
光
部
長
＝
田
中
三
喜
雄

▼
会
計
室
理
事
＝
大
原
誠

副
部
長
等
…
市
民
部
副
部
長
兼
市
民
課

長
＝
久
津
間
則
子
▼
市
民
部
参
事
兼
地

域
づ
く
り
推
進
課
長
＝
宇
津
木
寿
子
▼

市
民
部
参
事
兼
地
域
づ
く
り
推
進
課
大

東
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
＝
吉
田
満
▼
文

化
ス
ポ
ー
ツ
部
副
部
長
兼
文
化
芸
術
振

興
課
長
＝
岸
野
泰
之
▼
福
祉
部
参
事
兼

福
祉
推
進
課
長
＝
土
屋
正
裕
▼
こ
ど
も

未
来
部
副
部
長
兼
こ
ど
も
政
策
課
長
＝

中
里
良
明
▼
保
健
医
療
部
副
部
長
兼
国

民
健
康
保
険
課
長
＝
松
本
清
一
▼
保
健

医
療
部
保
健
所
副
所
長
兼
衛
生
検
査
課

長
＝
戸
田
浩
美
▼
環
境
部
副
部
長
兼
環

境
政
策
課
長
＝
高
橋
宗
人
▼
産
業
観
光

部
参
事
兼
産
業
振
興
課
長
＝
粟
生
田
晃

一
▼
産
業
観
光
部
参
事
兼
雇
用
支
援
課

長
兼
雇
用
支
援
課
川
越
し
ご
と
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
＝
桜
井
一
男
▼
都
市
計
画

部
副
部
長
兼
建
築
指
導
課
長
＝
河
原
房

夫
▼
建
設
部
副
部
長
＝
吉
野
実
▼
建
設

部
参
事
兼
河
川
課
長
＝
染
谷
経
夫

上
下
水
道
局

副
局
長
等
…
上
下
水
道
局
副
局
長
兼
総

務
企
画
課
長
＝
近
藤
正
広
▼
上
下
水
道

局
参
事
兼
財
務
課
長
＝
高
木
康
行

議
会
事
務
局

事
務
局
長
…
議
会
事
務
局
長
＝
小
森
谷

昌
弘

副
事
務
局
長
…
議
会
事
務
局
副
事
務
局

長
兼
議
事
課
長
＝
佐
藤
喜
幸

教
育
委
員
会
部
局

副
部
長
等
…
教
育
総
務
部
副
部
長
兼
教

育
財
務
課
長
＝
松
本
和
弘
▼
教
育
総
務

部
参
事
兼
中
央
公
民
館
長
＝
久
津
間
義

雄
▼
学
校
教
育
部
参
事
兼
教
育
セ
ン
タ

ー
所
長
＝
横
山
敦
子

監
査
委
員
事
務
局

事
務
局
長
…
監
査
委
員
事
務
局
長
＝
長

谷
正
昭

退
職
者（
部
長
級
・ 

3
月
31
日
付
け
）

危
機
管
理
監
＝
大
河
内
徹
▼
総
合
政
策

部
長
＝
矢
部
竹
雄
▼
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

長
＝
庭
山
芳
樹
▼
福
祉
部
長
＝
関
根
水

絵
▼
保
健
医
療
部
長
＝
松
田
裕
二
▼
環

境
部
長
＝
大
野
隆
▼
産
業
観
光
部
長
＝

大
岡
敦
▼
会
計
室
理
事
＝
樋
口
紀
子
▼

議
会
事
務
局
長
＝
田
宮
修

消
防
局

消
防
局
長
…
消
防
局
長
＝
岸
田
隆

次
長
等
…
消
防
局
次
長
兼
予
防
課
長
＝

島
村
昭
仁
▼
消
防
局
次
長
兼
警
防
課
長

＝
岸
康
弘
▼
消
防
局
参
事
兼
指
揮
統
制

課
長
＝
程
島
秀
二
▼
川
越
北
消
防
署
長

＝
志
村
和
宏
▼
川
越
西
消
防
署
長
＝
橋

本
丈
夫
▼
川
島
消
防
署
長
＝
谷
島
忠
雄

退
職
者（
部
長
級
・ 

3
月
31
日
付
け
）

消
防
局
長
＝
高
野
春
雄

人
事
発
令（
4
月
1
日
付
け
）

職
員
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
3

O
2
2
5
︲
2
8
9
5

副
市
長
の
退
職（
3
月
31
日
付
け
）

　
板ば

ん

東ど
う

博ひ
ろ

之ゆ
き

特
別
職
の
退
任（
敬
称
略
）

職
員
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
3

O
2
2
5
︲
2
8
9
5

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任（
4
月
1
日
付
け
）

　
落お

ち

合あ
い

正し
ょ
う

治じ（
67
歳
・
松
江
町
二
丁
目
）

＊
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
…
固
定
資
産
の
評
価
額
に
対
す
る
不
服
を

審
査
・
決
定
。

行
政
委
員
の
選
任（
敬
称
略
）

職
員
課
L
2
2
4
︲
5
5
5
3

O
2
2
5
︲
2
8
9
5

人
事
発
令（
4
月
1
日
付
け
）

消
防
局
総
務
課
L
2
2
2
︲
0
7
4
1

O
2
2
6
︲
7
2
9
1

課
長
職
以
上
の
名
簿
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。



	広報川越№1412・2018.4.10	 14

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

催
し
・
募
集

ニ
ュ
ー
ス

コ
ラ
ム

新
た
な
魅
力
発
見
!

　

変
わ
ら
な
い
こ
と
の
大
切
さ
と
は

Ｚ

ひ
と

　
ま
ち

　
映
画
の
舞
台
の
す
ぐ
近
く
に
40
年
以
上

暮
ら
す
原
村
さ
ん
。「
農
業
の
大
切
さ
を

伝
え
、
家
族
や
仕
事
、
地
域
、
自
然
環
境

な
ど
を
考
え
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
映
画

を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
制
作

を
開
始
し
、
お
よ
そ
3
年
の
歳
月
を
か
け

て
完
成
し
た
作
品
が「
武
蔵
野
」
で
す
。

　
3
6
0
年
以
上
途
切
れ
る
こ
と
な
く

続
け
ら
れ
て
き
た
循
環
型
の
農
業
が
、
私

た
ち
の
身
近
な
場
所
に
残
っ
て
い
ま
す
。

変
化
が
激
し
い
現
代
に
あ
っ
て
、
変
わ
ら

な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
こ
の
場
所
が
教
え

て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
の

地
域
特
有
の
平
地
林（
ヤ
マ
）が
織
り
な
す

美
の
世
界「
新
緑
の
春
・
猛
暑
の
夏
・
紅

葉
の
秋
・
落
ち
葉
の
冬
」
も
そ
の
魅
力
の

ひ
と
つ
。

　
川
越
市
の
南
部（
福
原
・
高
階
地
区
）に

広
が
る
武
蔵
野
の
平
地
林
に
は
、
た
く
さ

ん
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ョ
イ
フ
ル
付

近
の
平
地
林
の
一
部
に
は
「
森
の
さ
ん
ぽ

道
」
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
2
㎞
と
3
・

4
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
目
に
見
え
る
自
然
の
美
し
さ
、
目
に

見
え
な
い
歴
史
や
伝
統
を
想
像
し
な
が
ら

散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
川

越
の
新
た
な
魅
力
発
見
に
出
掛
け
て
み
ま

せ
ん
か
？

（
写
真
提
供
・
映
画「
武
蔵
野
」
製
作
委
員

会
）

映
画「
武
蔵
野
」

　
「
日
本
農
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
農

村
の
輝
き
を
、
映
像
美
と
と
も
に
伝
え
る

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
。
4
月
14
日
㈯

か
ら
27
日
㈮
ま
で
川
越
ス
カ
ラ
座（
元
町

一
丁
目
）で
上
映
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

映
画「
武
蔵
野
」
製
作
委
員
会
事
務
局

L
0
9
0
‐
4
9
4
7
‐
1
0
7
4
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　昨年12月26日、ウェスタ川越で川越市、
所沢市、ふじみ野市、三芳町などで組織す
る、武蔵野の落ち葉堆肥農法世界農業遺産
推進協議会主催による「武蔵野の落ち葉堆
肥農法日本農業遺産認定記念式典」が開催
されました。
　市では、今後、同協議会と連携し、武蔵
野の落ち葉堆肥農法の維持継承のためのさ
まざまな活動を行っていきます。

「日本農業遺産認定記念式典」が開催されました 農政課L224－5939O224－8712

　「
日
本
農
業
遺
産
」に
認
定
さ
れ
た
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農
法
。
川
越
市
、所
沢
市
、

ふ
じ
み
野
市
、
三
芳
町
な
ど
に
ま
た
が
る
、
武
蔵
野
地
域（
北
武
蔵
野
）の
伝
統
農
法
を

テ
ー
マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
が
完
成
し
ま
し
た
。映
画
を
撮
影
し
た
の
は
、

長
年
、
農
業
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
つ
く
り
続
け
て
き
た
、
本

市
在
住
の
映
画
監
督
・
原は

ら

村む
ら

政ま
さ

樹き

さ
ん
で
す
。

原村政樹さんのプロフィール
　10代後半から川越在住。平
成25年 NHK 新日本風土記「川
越」で江戸の循環農業を紹介。
平成27年公開の「無音の叫び
声」は、映画と著書で「農業ジ
ャーナリスト賞」をダブル受賞

新緑の春新緑の春 猛暑の夏猛暑の夏

紅葉の秋紅葉の秋 落ち葉の冬落ち葉の冬
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　産業観光館「小江戸蔵里」の昭和蔵が、今年
3月10日にリニューアルオープンしました。
以前は、地元野菜などを販売する場所でしたが、
改修により、埼玉県内にある35の酒蔵（造り酒
屋）すべての蔵の日本酒が試飲でき、かつ購入
できる「ききざけ処

どころ

」となりました。
　「ききざけ処」の特色は、日本酒の自動販売
機により、500円で購入する専用コインで、埼
玉県産地酒が「利き酒」できることです。大き
な自動販売機が4台並び、35銘柄の酒蔵の地
酒をおちょこ1杯ずつ販売しています。また、
自分の気に入った地酒（四合瓶またはワンカッ
プ）をその場で購入することもできます。
　日本酒の生産量について調べると、1位は兵
庫県、2位は京都府で、新潟県、秋田県に続い
て埼玉県は5位の生産量を誇っています（平成
27年調べ）。あまり知られていませんが、埼玉
県には35もの酒蔵が、それぞれ個性ある酒を

生産し、地酒として健闘しています。
　「小江戸蔵里」では、今、海外でもブームと
なっている日本酒、それも埼玉ならではの地酒
を、1か所で楽しめるというコンセプトで、「き
きざけ処」を開設しました。
　「ききざけ処」をつくるにあたっては、埼玉
県ならびに埼玉県酒造組合、埼玉地酒応援団の
全面的なご協力をいただきました。蔵里の指定
管理者である㈱まちづくり川越が酒類販売免許
を取得して、この3月のオープンが実現したも
のです。「ききざけ処」には、埼玉の地酒のほか、
地元の味

み

噌
そ

、醤
しょう

油
ゆ

などの発酵食品、日本酒を使
った化粧品等も置いてあります。また、試飲の
おつまみとなる一品料理や甘酒ソフトクリーム
なども販売し、子どもからお酒を飲まない大人
まで楽しめる場所となっています。
　小江戸蔵里は、もとは JAL の国際線でも提
供された「鏡山」酒造の酒蔵だった建物です。歴
史を感じさせる酒蔵の建物が、再び日本酒の
香りが漂う場所としてにぎわうようになりまし
た。
　小江戸蔵里の「ききざけ処」が、多くの観光
客そして市民の皆様に末永く愛される場所とし
て、まちの大きな「にぎわい処」になってくれ
るものと期待を寄せています。

74　小江戸蔵里の昭和蔵

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

催
し
・
募
集

ニ
ュ
ー
ス

ひ
と 

ま
ち

コ
ラ
ム

障
害
者
福
祉
課
L
2
2
4
︲
5
7
8
5

O
2
2
5
︲
3
0
3
3

と
も
に
支
え
合
い
、
暮
ら
し
て
い
く
ま
ち

　
市
で
は
、
す
べ
て
の
人
が
、
等
し
く
基
本
的
人
権
を
持

つ
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
「
自
分
ら
し
く
、
よ
り
よ
く

生
き
る
… 

自
立
と
共
生
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」
を
基
本

理
念
と
し
、障
害
者
施
策
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
障
害
に
つ
い
て
正
し
く
知
り
、
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

視
覚
障
害
に
つ
い
て

1

　
視
覚
障
害
の
あ
る
人
の
見
え
方
は
、
そ
の
人
に
よ
っ
て

「
全
く
見
え
な
い
」「
ぼ
や
け
て
見
え
る
」「
中
心
ま
た
は

周
り
が
見
え
な
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の
た
め
、

見
え
方
に
よ
っ
て
必
要
な
手
助
け
も
異
な
り
ま
す
。
困
っ

て
い
る
様
子
が
あ
れ
ば
「
何
が
必
要
な
の
か
」
ま
ず
は
、

声
を
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
声
を
掛
け
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
手
助
け
が
必
要
か
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
声
掛
け
の
ポ
イ
ン
ト

●
名
前
を
言
い
ま
し
ょ
う

● 

遠
く
で
は
な
く
、
そ
ば
に
寄
っ
て

前
方
か
ら
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う

● 

大
き
な
声
で
声
を
掛
け
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

■
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
道
し
る
べ

　
歩
道
に
は
、
視
覚
障
害
の
あ
る
人
が
安
全
に
移
動
す
る

た
め
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
上
に
自
転
車
や
看
板
を
置
く
と
、
視
覚
障
害
の

あ
る
人
の
移
動
を
妨
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
少
し
の
心
遣
い
が
視
覚
障
害
の
あ
る
人
の
安
全
に
つ
な

が
り
ま
す
。皆
さ
ん
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。



　
三
芳
野
天
神
縁
起
は
、
三
芳
野
神

社
の
創
建
か
ら
遷
宮
式
ま
で
の
経
緯

を
、
伝
説
と
史
実
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
描
い
た
絵
巻
で
す
。
極
彩
色
な
大

和
絵
と
流
麗
な
仮
名
交
じ
り
の
詞こ

と
ば

書が
き

で
構
成
さ
れ
、
全
九
段
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。
絵
は
そ
の
画
風
か
ら
、
狩

野
派
の
絵
師
・
勝か

つ

田た

沖お
き

之の

丞じ
ょ
うが
描
い

た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
之
丞
の
来
歴
は
不
明
で
す

が
、
優
れ
た
技
量
を
持
っ
た
絵
師
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
絵
巻
の
巻
末
か
ら
は
、
儒
学
者
の
林は

や
し

羅ら

山ざ
ん（
1
5
8
3
～
1
6
5
7
）が
詞
書
を
選
文
し
た
こ
と

と
、
川
越
藩
主
・
松ま

つ

平だ
い
ら

信の
ぶ

綱つ
な（
1
5
9
6
～
1
6
6
2
）

が
奉
納
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
絵
巻
を
納
め
る
内
箱

は
、
金き

ん

梨な
し

地じ

蒔ま
き

絵え

の
仕
立
て
で
、
表
に
銀ぎ

ん

泥で
い

で
銘
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
絵
巻
は
奉
納
者
が
時

の
老
中
で
川
越
藩
主
の
松
平
信
綱
で
あ
る
こ
と
、
絵
巻
そ

の
も
の
が
と
て
も
優
れ
た
作
品
で
、
装そ

う

丁て
い

も
藩
主
奉
納
品

に
ふ
さ
わ
し
い
体
裁
に
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、

三
芳
野
神
社
を
代
表
す
る
社し

ゃ

宝ほ
う

と
言
え
ま
す
。

　
現
在
博
物
館
で
開
催
中
の
収
蔵
品
展「
三
芳
野
神
社
と

そ
の
社
宝
」
で
は
、
全
九
段
か
ら
な
る
こ
の
絵
巻
の
全
て

の
場
面
を
、
順
次
入
れ
替
え
な
が
ら
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
県
指
定
文
化
財
に
も
な
っ
て
い
る
貴
重
な
こ
の
絵
巻

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
収
蔵
品
展「
三
芳
野
神
社
と
そ
の
社
宝
」

期
間
…
5
月
13
日
㈰
ま
で
　
経
費
…
入
館
料

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　
７７３３７７３３７７３３

川
越
時
間
旅
行
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2
︲
5
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野
天
神
縁
起

　「お客様の笑
顔が一番のやり
がいです」と話
すのは、「ぶど

うと苺
いちご

の沼田園」を営む沼
ぬま

田
た

敏
とし

明
あき

さん（的場）。沼
田さんはハウス内に、通常の棚の他に子ども用の
低い棚を設置するなど、小さな子どもからお年寄
りまで、イチゴの摘み取り体験が楽しめる農園づ
くりを目指しています。

　「おいしいイチゴを育て
るには、温度と湿度の管理
が重要です」と沼田さん。
センサーを使いながら、暖
房や換気、散水を行い、ハ

ウス内を常に25℃に保っ
ています。また、株の根に
沿うようにチューブを入
れ、手で土の湿り具合を確
認しながら水や液肥を供給
し、株の成長を促しています。こうして手間暇か
けて育てたイチゴの花が開いて、ミツバチが花粉
を運ぶと、真っ赤な果実が実ります。
　沼田園では、5月末までイチゴの摘み取り体験
を楽しめるそうです。春の暖かい陽気の中で、取
れたての新鮮なイチゴを味わってみませんか。

イチゴ

農政課L224－5939

49

イチゴ、ダイコン、カブ、ホウレンソウ、トマト、キュウリ、
コマツナ、ネギ、キャベツ、ミズナ、レタス

この時期に市内の直売所などで購入できる主な川越産野菜
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3
月
10
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
小
江
戸
蔵

里
の
昭
和
蔵「
き
き
ざ
け
処ど

こ
ろ

」。
記

念
式
典
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

や
鏡
開
き
等

が
行
わ
れ
ま

し
た
。
開
店

と
同
時
に
多

く
の
方
が
訪

れ
、
試
飲
機

の
前
に
は
長

蛇
の
列
が
。
ど
の
日
本
酒
を
試
飲

し
よ
う
か
迷
い
な
が
ら
、
自
分
に

ぴ
っ
た
り
の
お
酒
を
探
し
て
い
ま

し
た
。
訪
れ
た
方
か
ら
は
「
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
お
酒
が
あ
っ
て
び

っ
く
り
」「
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な

ど
も
あ
る
の
で
、
子
ど
も
連
れ
で

も
楽
し
め
る
」
等
の
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
市
民

の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
国
内

外
か
ら
の
観

光
客
も
楽
し

め
る
、
小
江

戸
川
越
の
新
名
所
。
ぜ
ひ
、
出
掛

け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

編
集
後
記

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

鏡開きの様子鏡開きの様子

very nice！very nice！


